＜京都市教委職員らのタクシーチケット不正使用、時間外勤務手当・通勤手当不正取得等で、京都市に返還された額と、関係職員に対する「処分」内容＞
　
	対　象　職　員
	タクシーチケット不正使用分の返還額
	時間外勤務手当の不正取得分の返還額
　　　　　（円）

　　  　2008.11.7
2009.2.9返還
	通勤手当の不正取得分の返還額（注１）

　　　　　　　　（円）
2009.2.9
2009.3.5 返還
	総返還額
　　（円）
	「処分」内容

（注４）
2009.2.10発令

	
	京都市監査委員の勧告（2008.10.9）で返還を命じられたもの
　  　 2008.11.7返還
	勧告の再調査、市教委の「独自調査」で、基準外使用として返還さ

れたもの 2009.2.9返還
	タクシーチケット不正使用に関する総返還額
　　　

	
	
	
	

	
	件数
	返還額（円）
	件数
	返還額（円）
	件数
	返還額（円）
	
	
	
	

	高桑三男　教育次長

（現教育長）
	
	
	2
	8,880
	2
	8,880
	
	
	8,880
	口頭注意

	生田義久　教育企画監
（現教育次長）
	6


	16,140
	７
	12,640
	13
	28,780
	
	
	28,780
	口頭注意

	在田正秀　総務部長
（現総務部長）
	18


	117,840
	28
	164,180
	46
	282,020
	
	
	282,020
	厳重文書訓戒

	市田佳之　総務課長
（現指導部担当部長）
	5


	5,810
	11
	17,370
	16
	23,180
	
	
	23,180
	厳重文書訓戒

　（注３）

	春田寛　　総務課担当課長
（現在総務課担当課長）
	37
	82,510
	38
	91,720
	75
	174,230
	
	
	174,230
	厳重文書訓戒

	稲田新吾　総務課担当課長
（現総務課長）
	6
	14,060
	1
	820
	7
	14,880
	
	
	14,880
	口頭注意

	松浦卓也　総務課課長補佐
（現市長部局プロジェクト推進室担当課長）
	19
	93,590
	22
	86,700
	41
	180,290
	35,437
	
	215,727
	厳重文書訓戒

	西田良規　総務課企画広報係長
（現市長公室広報課担当係長）
	24
	165,750
	36
	252,550
	60
	418,300
	08.11.7  　 　 3,182

09.2.9   　 79,494
	09.2.9 　　　　 　163,490
09.3.5 (注２)　　 223,905
	888,371
	厳重文書訓戒

	村山典広　総務課担当係長
（現総務課企画広報係長）
	2
	1,960
	
	
	2
	1,960
	
	
	1,960
	口頭注意

	合　　計

	117
	497,660
	145
	634,860
	262
	1,132,520
	118,113
	387,395
	1,638,028
	


　　　　　　
（注１）西田の通勤手当の不正取得は、「通常の勤務終了時刻に帰っても最終便にも間に合わないようなバス」の届けを出していたもの。平成10年から続いていたが、返還を求めたのは、「時効」を理由に、H16.2以降の分のみ。本人の、「時間外勤務が多いので、終バスの時間を知らなかった。」という弁明を認め、この程度の「処分」となったという。（観察室の説明）

（注２）なお、時効ということで返還を求めなかったH16.2以前の通勤手当不正取得分については、2009.3.5になって、本人から「自主返還」されたという。
（注３）市田総務課長の「処分」理由は、「所属長としてタクシー使用報告書を確認する立場にあった」というもの。他に保管責任者の本荘浩二庶務係長にも「文書訓戒」が発令された。
（注４）これらは、地方公務員法に基づく懲戒処分ではなく、実質的には何の意味もない。また、責任者だった門川市長（当時教育長）の責任も問うていない。　
（注５）住民監査請求は、2007年度の不正使用額の返還を求めたものであり、監査委員の勧告や市教委の再調査もその範囲にとどまっている。2006年度以前や、2008年度にも同様の不正使用があると思われるが、我々の要求にもかかわらず、市教委は何の調査もしていない。（その後、我々の公文書公開請求を受け、2008年度についての調査が開始された。）









